　弁天様　
                                                    高野　獨源
高校生の兼森浩（かねもりひろし）はある日夢を見た。夢の中に女神様、これは後からそう名付けたのだが、一人の女性が現れこう言った。
「あなた、バイオリンが上手になりたいのね。それならば毎日私を思い出しなさい。そして、人を感動させることができるよう念じながらバイオリンを弾きなさい。三日も続ければ叶い始めるでしょう」

夢の割には随分はっきりしていた。女性の顔も内容も。

浩は確かにバイオリンが上手くなりたくて練習はしていたが、最近は行き詰まりを感じていた。

早速女神様の顔を想い浮かべながらバイオリンを手に取った。人を感動させられるよう念じながら弾いてみた。ちょっと何かが変わったような気がした。

三日目。左手が面白いほど思い通りに動き、弾くのが楽しくなる。

一週間もすると、自分でも音色が格段に良くなったのが分かった。

「これはすごい。女神、さまさま、だ。とりあえず続けて行こう」

やがて、若手向けのある新聞社主催のバイオリンコンクールで優勝した。

浩が弾き終わった時、聴きに来ていた客のうち何人かが、感動してすすり泣いているのが分かった。

大学は医学部に行った。しかし、バイオリンも続けていた。毎日が慌ただしく、忙しかった。新鮮でもあったが。

ついつい、女神との約束を忘れた。女神を思い浮かべてから弾くのを怠った。演奏も荒くなっていった。
再びコンクールに出たが、間違えだらけで音色的にもひどい演奏となった。

評論にも「かつての輝きはどこに行った？」「幻となった演奏家、兼森浩の将来」などと書かれた。

「これはまずい。女神との約束をおろそかにしたからだ。もう一度初心に還ろう」

しかし、女神の顔が少し想い出しにくく感じられた。

「いかん、想い出せ」

そんな頃、幸運だったのは、女神の面影を持った女性と知り合ったことである。ちょっと似ていただけだが、女神の顔を想い出すのには役立った。「もう忘れないぞ」

ちなみに、この彼女とは付き合った。

再びバイオリン演奏は順調となり、学生の間にまたコンクールで優勝し、演奏会も何回か開いた。いつも、多くのお客さんが泣いていた。

卒業して医者として働いた。時々バイオリンも人前で演奏し、自分も楽しかった。忙しい医者とは珍しく、世間で話題にもなった。
十年後、結婚した。ちなみに、前の彼女とは違う。子供も生まれにぎやかになった。ある日、また夢に女神が現れた。

「久しぶり。バイオリンも順調なようね」

「はい。あなたのお陰です。ありがとうございます。今まで楽しく弾いて来られましたし、みんなにも感動して貰えたらと思って弾いて来ました。あの高校生の頃のあなたとの約束がなかったら、とてもこうはなっていなかったでしょう」

「それは良かった。でも今のあなたのバイオリンは実力です」

「えっ」

「あの時の二つの約束、人を感動させるよう念じながら弾くことは続けてください。でも、もう一つの約束、私を想い出す必要はもうありません。あなたには大事な家族もいるし、いちいち私の事を思い出すのも面倒でしょう」
「いえ、決してそんなことはありません」
「もう私の役目は終わりました。さようなら」

女神は消えた。

女神を思い浮かべてからバイオリンを弾くことは習慣になっていたため、浩はだからと言って女神を思い浮かべることをやめた訳ではない。しかし、やがて、顔を思い出すことが難しくなってきて、ついには不可能になった。

バイオリンの演奏に関しては相変わらず順調だった。

女神様とともに歩んだ三十年のバイオリン生活に感謝した。

正月休みのある日、家族とともに近所の七福神めぐりをした。そのうちの一つ、弁財天は弁天様とも呼ばれ、芸術の女神である。

「あの女神は、ひょっとして弁天様だったのかな」

小さな池のほとりにたたずむ弁天様の石像に目をやりながら、浩はぼんやりと思った。
《終わり》
（執筆自二〇一〇年三月十二日至三月十七日）
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